
 

 

核燃料物質の使用等に関する規則の一部を改正する規則（案）及び令第 41条非該当

使用施設等の廃止措置計画の審査基準の一部改正について（案）に対する意見公募

の結果について 

 

令 和 5 年 5 月 3 1 日 

原 子 力 規 制 委 員 会  

 

１．概要 

 

核燃料物質の使用等に関する規則の一部を改正する規則（案）及び令第41条非該当

使用施設等の廃止措置計画の審査基準の一部改正について（案）について、意見公募

を実施しました。 

 

期  間： 令和 5年 3 月 23日から同年 4月 21日まで（30日間） 

対  象： 

➢ 核燃料物質の使用等に関する規則の一部を改正する規則（案） 

➢ 令第41条非該当使用施設等の廃止措置計画の審査基準の一部改正について（案） 

方  法： 電子政府の総合窓口（e-Gov）及び郵送 

 

２．意見公募の結果 

 ○提出意見数：2件1 

 ○提出意見に対する考え方：別紙 1のとおり 

 

 
1 提出意見数は、総務省が実施する行政手続法の施行状況調査において指定された提出意見数の算出方法に基づ

く。なお、今回の意見公募において、提出意見に該当しないと判断されるものは 2件であった。 



使用規則及び審査基準の改正案に関する提出意見及び考え方 

 

No. 提出意見 考え方 

使用規則の改正に関する意見 

1 ・関連資料の「令和 4年度第 83回原子力規制委員会資料 3」の

「2.経緯」に、使用変更許可（承認）申請の添付書類四を廃止

することを原子力規制委員会に報告した旨の記載があるが、今

回の規則改正案で、使用変更許可だけでなく、使用許可（承認）、

合併分割認可、廃止措置計画（変更）認可に係る変更を行う内

容としたのは、なぜか？ 

・今回の規制改正後は、核燃料物質の使用の変更の許可の申請

で、申請書本文と変更申請前の添付書類四との内容の不整合が

生ずるのではないか？ 

非該当使用施設等1に係る申請は、使用変更許可（承認）のみなら

ずその他の許認可についても、品質管理に係る添付書類（改正前の

使用規則第 1条の 2第 2 項第 4号、第 2条第 2項第 4号、第 2条の

10 第 1 項第 6 号及び第 6 条の 3 第 2 項第 10 号の説明書並びに第 6

条の 3 の 2 第 2 項の第 6 条の 3 第 2 項第 10 号に係る資料のことを

言う。参考 1）がなくても、申請書本文をもって基準適合性を判断

出来るため、品質管理に係る添付書類を廃止することとしました。 

本改正の施行後は、改正内容のとおり、申請書本文をもって基準

適合性の判断をします。この場合、本改正の施行後は、御指摘のと

おり、申請書本文と過去になされた許認可の添付書類で違いが生じ

る可能性がありますが、申請時点が違いますので審査において問題

が発生するとは考えていません。 

 

 

 

 

 

1 核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律施行令（昭和 32年政令第 324号）第 41条で定める核燃料物質を使用しない使用施設等 

 
別紙 1 



意見公募の実施に関する意見 

2 受付締切日時の「2023 年4 月21 日0 時0 分」は「2023 年4 

月22 日0 時0 分」の誤記ではないか？ 

意見公募要綱によると意見提出期間は 21 日までだから。 

意見公募開始後速やかに（3月 27日に）受付締切日時を修正しま

した。 

3 本件の受付開始日時の2023 年3 月23 日0 時0 分から受付締

切日時の2023 年4 月21 日0 時0 分までは２９日であるが、

「意見提出が30 日未満の場合その理由」は何か？ 

 

 

 

 



 

○
核
燃
料
物
質
の
使
用
等
に
関
す
る
規
則
（
抜
粋
） 

(

昭
和
三
十
二
年
十
二
月
九
日) 

(

総
理
府
令
第
八
十
四
号) 

 

(

核
燃
料
物
質
の
使
用
の
許
可
の
申
請) 

第
一
条
の
二 

法
第
五
十
二
条
第
二
項
の
核
燃
料
物
質
の
使
用
の
許
可
の
申
請
書
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
よ

る
も
の
と
す
る
。 

一 

法
第
五
十
二
条
第
二
項
第
五
号
の
予
定
使
用
期
間
及
び
年
間
予
定
使
用
量
に
つ
い
て
は
、
核
燃
料
物
質
の
種
類
ご
と

に
記
載
す
る
こ
と
。 

二 

法
第
五
十
二
条
第
二
項
第
六
号
の
使
用
済
燃
料
の
処
分
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
そ
の
売
渡
し
、
貸
付
け
、
返
還
等
の

相
手
方
及
び
そ
の
方
法
又
は
そ
の
廃
棄
の
方
法
を
記
載
す
る
こ
と
。 

三 

法
第
五
十
二
条
第
二
項
第
十
号
の
使
用
施
設
等
の
保
安
の
た
め
の
業
務
に
係
る
品
質
管
理
に
必
要
な
体
制
の
整
備
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
保
安
活
動
の
計
画
、
実
施
、
評
価
及
び
改
善
に
関
す
る
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
。 

２ 

前
項
の
申
請
書
に
添
付
す
べ
き
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令(

昭
和
三
十

二
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。)
第
三
十
八
条
第
二
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
書

類
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
は
、
令
第
四
十
一
条
各
号
に
掲
げ
る
核

燃
料
物
質
を
使
用
す
る
場
合
に
限
り
、
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

法
第
五
十
三
条
第
二
号
に
規
定
す
る
使
用
施
設
等
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
対
す
る
適
合
性
に
関
す
る
説

明
書(

次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。) 

二 

使
用
施
設
等
の
操
作
上
の
過
失
、
機
械
又
は
装
置
の
故
障
、
地
震
、
火
災
、
爆
発
等
が
あ
つ
た
場
合
に
発
生
す
る
と

参
考
１ 



 

想
定
さ
れ
る
事
故(

多
量
の
放
射
性
物
質
等
を
放
出
す
る
事
故
を
含
む
。
第
二
条
第
二
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。)

の

種
類
及
び
程
度
並
び
に
こ
れ
ら
の
原
因
又
は
事
故
に
応
ず
る
災
害
防
止
の
措
置
に
関
す
る
説
明
書 

三 
核
燃
料
物
質
の
使
用
に
必
要
な
技
術
的
能
力
に
関
す
る
説
明
書 

四 

使
用
施
設
等
の
保
安
の
た
め
の
業
務
に
係
る
品
質
管
理
に
必
要
な
体
制
の
整
備
に
関
す
る
説
明
書 

五 

法
人
に
あ
つ
て
は
、
役
員
の
氏
名
及
び
履
歴
並
び
に
登
記
事
項
証
明
書 

六 

法
第
五
十
二
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者(

法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
役
員)

に
係
る
精
神

の
機
能
の
障
害
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書 

３ 

第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
及
び
写
し
各
一
通
と
す
る
。 

４ 

法
第
五
十
二
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
そ

の
役
員
の
職
務
内
容
か
ら
判
断
し
て
業
務
に
支
障
が
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
第
二
項
第
六
号
に
掲
げ
る
診
断
書
に
代
え

て
当
該
役
員
が
法
第
五
十
四
条
第
三
号
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
疎
明
す
る
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 (

変
更
の
許
可
の
申
請) 

第
二
条 

令
第
四
十
条
の
変
更
の
許
可
の
申
請
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
中
第
三
号
の
変
更
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
法
第
五

十
二
条
第
二
項
第
六
号
の
使
用
済
燃
料
の
処
分
の
方
法
の
変
更
に
係
る
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
売
渡
し
、
貸
付
け
、
返
還

等
の
相
手
方
及
び
そ
の
方
法
又
は
そ
の
廃
棄
の
方
法
を
記
載
し
、
同
項
第
十
号
の
使
用
施
設
等
の
保
安
の
た
め
の
業
務
に

係
る
品
質
管
理
に
必
要
な
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項
の
変
更
に
係
る
場
合
に
あ
つ
て
は
第
一
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に

規
定
す
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

法
第
五
十
二
条
第
二
項
第
二
号
、
第
三
号
又
は
第
七
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に
係
る
令
第
四
十

条
の
許
可
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
二
号
に
掲
げ
る
書



 

類
は
、
令
第
四
十
一
条
各
号
に
掲
げ
る
核
燃
料
物
質
を
使
用
す
る
場
合
に
限
り
、
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 
変
更
後
に
お
け
る
法
第
五
十
三
条
第
二
号
に
規
定
す
る
使
用
施
設
等
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
対
す
る
適

合
性
に
関
す
る
説
明
書(

次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。) 

二 

変
更
後
に
お
け
る
使
用
施
設
等
の
操
作
上
の
過
失
、
機
械
又
は
装
置
の
故
障
、
地
震
、
火
災
、
爆
発
等
が
あ
つ
た
場

合
に
発
生
す
る
と
想
定
さ
れ
る
事
故
の
種
類
及
び
程
度
並
び
に
こ
れ
ら
の
原
因
又
は
事
故
に
応
ず
る
災
害
防
止
の
措
置

に
関
す
る
説
明
書 

三 

変
更
に
係
る
核
燃
料
物
質
の
使
用
に
必
要
な
技
術
的
能
力
に
関
す
る
説
明
書 

四 

変
更
後
に
お
け
る
使
用
施
設
等
の
保
安
の
た
め
の
業
務
に
係
る
品
質
管
理
に
必
要
な
体
制
の
整
備
に
関
す
る
説
明
書 

３ 

第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
及
び
写
し
一
通
と
す
る
。 

 

(

合
併
及
び
分
割
の
認
可
の
申
請) 

第
二
条
の
十 

法
第
五
十
五
条
の
三
第
一
項
の
合
併
又
は
分
割
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
一
に
よ

る
申
請
書
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

合
併
契
約
書
又
は
分
割
契
約
書(

新
設
分
割
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
分
割
計
画
書)

の
写
し 

二 

合
併
後
存
続
す
る
法
人
又
は
吸
収
分
割
に
よ
り
使
用
施
設
等
並
び
に
核
燃
料
物
質
及
び
核
燃
料
物
質
に
よ
つ
て
汚
染

さ
れ
た
物
を
一
体
と
し
て
承
継
す
る
法
人
が
現
に
使
用
者
で
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書 

三 

前
号
に
規
定
す
る
法
人
が
現
に
行
つ
て
い
る
事
業
の
概
要
に
関
す
る
説
明
書 

四 

合
併
後
存
続
す
る
法
人
若
し
く
は
合
併
に
よ
つ
て
設
立
さ
れ
る
法
人
又
は
分
割
に
よ
り
使
用
施
設
等
並
び
に
核
燃
料

物
質
及
び
核
燃
料
物
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
を
一
体
と
し
て
承
継
す
る
法
人
の
役
員
と
な
る
べ
き
者
の
氏
名
及
び

履
歴 



 

五 

前
号
に
規
定
す
る
法
人
が
法
第
五
十
四
条
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
を
誓
約

す
る
書
面 

六 
使
用
施
設
等
の
保
安
の
た
め
の
業
務
に
係
る
品
質
管
理
に
必
要
な
体
制
の
整
備
に
関
す
る
説
明
書 

七 

そ
の
他
原
子
力
規
制
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類 

２ 

第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
と
す
る
。 

 

(

廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請) 

第
六
条
の
三 

法
第
五
十
七
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
廃
止
措
置
計
画
を
定
め
、
こ
れ
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名 

二 

工
場
又
は
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

三 

廃
止
措
置
対
象
施
設
及
び
そ
の
敷
地 

四 

前
号
の
施
設
の
う
ち
解
体
の
対
象
と
な
る
施
設
及
び
そ
の
解
体
の
方
法 

五 

性
能
維
持
施
設 

六 

性
能
維
持
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
並
び
に
そ
の
性
能
並
び
に
そ
の
性
能
を
維
持
す
べ
き
期
間 

七 

核
燃
料
物
質
の
管
理
及
び
譲
渡
し 

八 

核
燃
料
物
質
に
よ
る
汚
染
の
除
去 

九 

核
燃
料
物
質
等
の
廃
棄 

十 

廃
止
措
置
の
工
程 



 

十
一 

廃
止
措
置
に
係
る
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム(

令
第
四
十
一
条
各
号
に
掲
げ
る
核
燃
料
物
質
を
使
用
し
な
い

者
に
あ
つ
て
は
、
品
質
管
理
基
準
規
則
第
五
十
四
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
措
置) 

２ 

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
一
号
、

第
四
号
、
第
五
号
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
書
類
に
つ
い
て
は
令
第
四
十
一
条
各
号
に
掲
げ
る
核
燃
料
物
質
の
使
用
を
し
て

い
た
場
合
に
限
り
、
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
に
つ
い
て
は
当
該
核
燃
料
物
質
の
使
用
を
し
て
い
た
場
合
を
除
き
、
添
付
す

る
も
の
と
す
る
。 

一 

既
に
核
燃
料
物
質(
使
用
施
設
を
通
常
の
方
法
に
よ
り
操
作
し
た
後
に
回
収
さ
れ
る
こ
と
な
く
滞
留
す
る
こ
と
と
な

る
核
燃
料
物
質
及
び
使
用
施
設
を
構
成
す
る
核
燃
料
物
質
を
除
く
。
第
六
条
の
五
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。)

を
使
用
施

設
か
ら
取
り
出
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
資
料 

二 

既
に
使
用
施
設
に
お
け
る
核
燃
料
物
質
の
使
用
が
終
了
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
資
料 

三 

廃
止
措
置
対
象
施
設
の
敷
地
に
係
る
図
面
及
び
廃
止
措
置
に
係
る
工
事
作
業
区
域
図 

四 

廃
止
措
置
に
伴
う
放
射
線
被
ば
く
の
管
理
に
関
す
る
説
明
書 

五 

廃
止
措
置
中
の
過
失
、
機
械
又
は
装
置
の
故
障
、
地
震
、
火
災
等
が
あ
つ
た
場
合
に
発
生
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

事
故
の
種
類
、
程
度
、
影
響
等
に
関
す
る
説
明
書 

六 

核
燃
料
物
質
に
よ
る
汚
染
の
分
布
と
そ
の
評
価
方
法
に
関
す
る
説
明
書 

七 

性
能
維
持
施
設
及
び
そ
の
性
能
並
び
に
そ
の
性
能
を
維
持
す
べ
き
期
間
に
関
す
る
説
明
書 

八 

廃
止
措
置
に
要
す
る
費
用
の
見
積
り
及
び
そ
の
資
金
の
調
達
計
画
に
関
す
る
説
明
書 

九 

廃
止
措
置
の
実
施
体
制
に
関
す
る
説
明
書 

十 

廃
止
措
置
に
係
る
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム(

令
第
四
十
一
条
各
号
に
掲
げ
る
核
燃
料
物
質
を
使
用
し
な
い
者

に
あ
つ
て
は
、
品
質
管
理
基
準
規
則
第
五
十
四
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
措
置)

に
関
す
る
説
明
書 



 

十
一 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
書
類
又
は
図
面 

３ 
第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
及
び
写
し
各
一
通
と
す
る
。 

 (

廃
止
措
置
計
画
の
変
更
の
認
可
の
申
請) 

第
六
条
の
三
の
二 

法
第
五
十
七
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三
項
の
認
可
を

受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

一 

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名 

二 

工
場
又
は
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

三 

変
更
に
係
る
前
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

四 

変
更
の
理
由 

２ 

前
項
の
申
請
書
に
は
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
変
更
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
説
明
し
た
資
料
を
添
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
及
び
写
し
各
一
通
と
す
る
。 

 (

許
可
の
取
消
し
等
に
伴
う
措
置) 

第
六
条
の
八 

第
六
条
の
三
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
旧
使
用
者
等
の
廃
止
措
置
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

２ 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下

欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

第
六
条
の
三
第
一
項 

法
第
五
十
七
条
の
五
第
二
項 
法
第
五
十
七
条
の
六
第
二
項 



 

第
六
条
の
三
の
二
第
一
項 

法
第
五
十
七
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
読

み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第

三
項 

法
第
五
十
七
条
の
六
第
四
項
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の

七
第
四
項 

 
 

前
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で 

第
六
条
の
八
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
前
条
第
一
項
第
三
号
か
ら
第
十
一
号

ま
で 

第
六
条
の
三
の
二
第
二
項 

前
条
第
二
項
各
号 

第
六
条
の
八
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
前
条
第
二
項
各
号 

第
六
条
の
四
第
一
項 
法
第
五
十
七
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三
項
た
だ
し

書 

法
第
五
十
七
条
の
六
第
四
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
七
第
四
項
た

だ
し
書 

 
 

法
第
五
十
七
条
の
五
第
二
項
又
は
同
条
第

三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法

第
十
二
条
の
六
第
三
項
の
認
可 

法
第
五
十
七
条
の
六
第
二
項
又
は
同
条

第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
法
第
十
二
条
の
七
第
四
項
の
認
可 

第
六
条
の
五 

法
第
五
十
七
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
読

み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第

四
項 

法
第
五
十
七
条
の
六
第
四
項
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の

七
第
五
項 

第
六
条
の
六
第
一
項
及
び
第
六

条
の
七 

法
第
五
十
七
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
八
項 
法
第
五
十
七
条
の
六
第
四
項
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の



 

七
第
九
項 

前
条 

前
条
各
号 

次
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条

各
号 



  

別
記
様
式
第1

(

第2

条
の1

0

関
係) 

 
 



  

 


